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ハイ・イールド ボンド オープン 

Aコース／Bコース 
（野村SMA向け） 

運用報告書(全体版)
 

第12期（決算日2017年９月28日） 
 

作成対象期間（2016年９月29日～2017年９月28日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 Aコース Bコース 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 2005年９月29日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
主としてハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド受益証券に投資し、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行います。
実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジにより、
為替変動リスクの低減を図ることを基本とします。 

実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いま
せん。 

主な投資対象 

ハイ・イールド ボンド オープン 
Aコース／Bコース 
（野村SMA向け） 

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、債券に
直接投資する場合もあります。 

ハイ・イールド ボンド オープン 
マザーファンド 

米国の米国ドル通貨表示の高利回り事業債（ハイ・イールド・ボンド）を主要投資対象とします。

主な投資制限 

ハイ・イールド ボンド オープン 
Aコース／Bコース 
（野村SMA向け） 

株式への投資は転換社債を転換したもの等に限り、株式への実質投資割合は信託財産の純資産総額
の30％以内とします。 
外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

ハイ・イールド ボンド オープン 
マザーファンド 

株式への投資は転換社債を転換したもの等に限り、株式への投資割合は信託財産の純資産総額の
30％以内とします。 
外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用につい
ては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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－ 1 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 新株予約権付社債

（ 転 換 社 債 ）
組 入 比 率

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

純 資 産
総 額(分配落)

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円

８期(2013年９月30日) 14,384 10 6.5 158.89 5.9 － 95.2 － 1,617

９期(2014年９月29日) 15,201 10 5.7 169.55 6.7 － 102.4 － 2,906

10期(2015年９月28日) 14,826 10 △2.4 167.24 △1.4 － 91.3 － 2,236

11期(2016年９月28日) 15,830 10 6.8 182.42 9.1 － 93.2 － 2,735

12期(2017年９月28日) 16,688 10 5.5 194.06 6.4 － 96.7 － 3,668
 
＊ 基準価額の騰落率は分配金込み。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「新株予約権付社債（転換社債）組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質

比率を記載しております。 
＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 
＊ ベンチマーク（＝BofA・メリルリンチ・USハイ・イールド・キャッシュ・ペイ・BB-B レイティド・コンストレインド・インデックス(円

ヘッジベース)）は、BofA Merrill Lynch US High Yield, Cash Pay, BB-B Rated, Constrained Indexをもとに、当社が独自にヘッジコストを考
慮して円換算したものです。 

＊ ベンチマークは設定時を100として指数化しています。 
（出所）ブルームバーグ、（出所および許可）バンクオブアメリカ・メリルリンチ 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 新株予約権付社債

（ 転 換 社 債 ）
組 入 比 率

債   券 
組 入 比 率 

債   券
先 物 比 率 騰 落 率  騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％

2016年９月28日 15,830 － 182.42 － － 93.2 －

９月末 15,888 0.4 183.03 0.3 － 93.3 －

10月末 15,938 0.7 183.73 0.7 － 95.8 －

11月末 15,777 △0.3 181.86 △0.3 － 100.2 －

12月末 16,082 1.6 184.66 1.2 － 99.2 －

2017年１月末 16,207 2.4 186.24 2.1 － 87.7 －

２月末 16,344 3.2 188.21 3.2 － 91.3 －

３月末 16,286 2.9 187.76 2.9 － 92.9 －

４月末 16,437 3.8 189.80 4.0 － 92.6 －

５月末 16,530 4.4 191.31 4.9 － 93.7 －

６月末 16,514 4.3 191.37 4.9 － 92.9 －

７月末 16,651 5.2 193.14 5.9 － 89.9 －

８月末 16,590 4.8 192.71 5.6 － 87.3 －

(期  末)   

2017年９月28日 16,698 5.5 194.06 6.4 － 96.7 －
 
＊ 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「新株予約権付社債（転換社債）組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質

比率を記載しております。 
＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   



品 名：90001_140353_140354_012_02_ハイ・イールド ボンド オープン A コース／B コース（野村 SMA 向け）_692157.docx 

日 時：2017/10/25 13:16:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Bコース＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 新株予約権付社債

（ 転 換 社 債 ）
組 入 比 率

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

純 資 産
総 額(分配落)

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円

８期(2013年９月30日) 14,186 10 33.3 159.50 33.8 － 95.8 － 3,102

９期(2014年９月29日) 16,755 10 18.2 191.06 19.8 － 96.3 － 3,515

10期(2015年９月28日) 18,034 10 7.7 208.61 9.2 － 98.1 － 3,702

11期(2016年９月28日) 16,330 10 △ 9.4 192.04 △ 7.9 － 94.1 － 2,487

12期(2017年９月28日) 19,592 10 20.0 233.58 21.6 － 96.1 － 3,938
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「新株予約権付社債（転換社債）組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質

比率を記載しております。 
＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 
＊ ベンチマーク（＝BofA・メリルリンチ・USハイ・イールド・キャッシュ・ペイ・BB-B レイティド・コンストレインド・インデックス(円

換算ベース)）は、BofA Merrill Lynch US High Yield, Cash Pay, BB-B Rated, Constrained Indexをもとに、当社が独自に円換算したものです。
＊ ベンチマークは設定時を100として指数化しています。 
（出所）ブルームバーグ、（出所および許可）バンクオブアメリカ・メリルリンチ 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 新株予約権付社債

（ 転 換 社 債 ）
組 入 比 率

債   券 
組 入 比 率 

債   券
先 物 比 率 騰 落 率  騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％

2016年９月28日 16,330 － 192.04 － － 94.1 －

９月末 16,482 0.9 193.79 0.9 － 93.7 －

10月末 17,154 5.0 202.03 5.2 － 93.0 －

11月末 18,208 11.5 214.62 11.8 － 94.3 －

12月末 19,210 17.6 226.28 17.8 － 95.3 －

2017年１月末 19,003 16.4 223.72 16.5 － 89.1 －

２月末 18,979 16.2 223.79 16.5 － 92.2 －

３月末 18,876 15.6 222.77 16.0 － 93.2 －

４月末 18,919 15.9 223.59 16.4 － 91.8 －

５月末 18,995 16.3 224.97 17.1 － 93.6 －

６月末 19,178 17.4 227.44 18.4 － 91.5 －

７月末 19,085 16.9 226.52 18.0 － 92.1 －

８月末 19,022 16.5 226.46 17.9 － 88.8 －

(期  末)   

2017年９月28日 19,602 20.0 233.58 21.6 － 96.1 －
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「新株予約権付社債（転換社債）組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質

比率を記載しております。 
＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 3 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2016年９月28日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、BofA・メリルリンチ・USハイ・イールド・キャッシュ・ペイ・BB-B レイティド・コンストレインド・インデックス

（円ヘッジベース）です。ベンチマークは、作成期首（2016年９月28日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は当作成期首の15,830円から当作成期末には16,688円となりました。 

 

・2016年11月には、FRB（米連邦準備制度理事会）による年内利上げ観測が高まったことや、

トランプ次期米国大統領による財政支出拡大がインフレの加速を促すとの見方が強まった

ことなどから、ハイ・イールド・ボンドの価格が下落したこと 

・トランプ米国大統領が規制緩和などにより、米国経済の成長を加速させるとの期待が高まっ

たことや、概ね好調な企業決算が発表されたことなどを背景に、ハイ・イールド・ボンドの

価格が上昇したこと 
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－ 4 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース＞ 

・2017年３月には、ハイ・イールド・ボンドの価格上昇による利益確定売りが行なわれたこと

や、原油価格が下落したことなどから、ハイ・イールド・ボンドの価格が下落したこと 

・４月にフランス大統領選挙の第１回投票結果を受けて、欧州政治に対する混乱懸念が後退し

たことなどから、ハイ・イールド・ボンドの価格が上昇したこと 

・７月以降は、原油価格が上昇したことや、米国で良好な経済指標が発表されたことなどから、

ハイ・イールド・ボンドの価格が上昇したこと 

・イエレンFRB議長が、追加利上げに慎重な姿勢を示したことから、ハイ・イールド・ボンド

の価格が上昇したこと 

・北朝鮮情勢が緊迫化したことや、米国で大型ハリケーン上陸による経済への影響が懸念され

たことなどから、ハイ・イールド・ボンドの価格が下落したこと 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

基準価額（分配金込み）の騰落率は＋5.5％と

なり、ベンチマーク（BofA・メリルリンチ・US

ハイ・イールド・キャッシュ・ペイ・BB-B レ

イティド・コンストレインド・インデックス（円

ヘッジベース））の＋6.4％を0.9ポイント下回り

ました。主な差異の要因は、BB格の銘柄選択効

果がマイナスに作用したことや、B格の銘柄選

択効果がプラスに作用したことなどです。 
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－ 5 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース＞ 

◎分配金 

収益分配金は、投資している債券から享受するインカムゲイン（利息収入）から、信託報酬

等の経費や為替ヘッジコストを差し引いたものをベースに決定しました。なお、留保益の運用

については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第12期 

2016年９月29日～ 
2017年９月28日 

当期分配金 10 

(対基準価額比率) 0.060％

 当期の収益 10 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 8,117 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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－ 6 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Bコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2016年９月28日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、BofA・メリルリンチ・USハイ・イールド・キャッシュ・ペイ・BB-B レイティド・コンストレインド・インデックス

（円換算ベース）です。ベンチマークは、作成期首（2016年９月28日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は当作成期首の16,330円から当作成期末には19,592円となりました。 

 

・2016年11月には、FRB（米連邦準備制度理事会）による年内利上げ観測が高まったことや、

トランプ次期米国大統領による財政支出拡大がインフレの加速を促すとの見方が強まった

ことなどから、ハイ・イールド・ボンドの価格が下落したこと 

・トランプ米国大統領が規制緩和などにより、米国経済の成長を加速させるとの期待が高まっ

たことや、概ね好調な企業決算が発表されたことなどを背景に、ハイ・イールド・ボンドの

価格が上昇したこと 
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－ 7 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Bコース＞ 

・2017年４月にフランス大統領選挙の第１回投票結果を受けて、欧州政治に対する混乱懸念が

後退したことなどから、ハイ・イールド・ボンドの価格が上昇したこと 

・７月以降は、原油価格が上昇したことや、米国で良好な経済指標が発表されたことなどから、

ハイ・イールド・ボンドの価格が上昇したこと 

・イエレンFRB議長が、追加利上げに慎重な姿勢を示したことから、ハイ・イールド・ボンド

の価格が上昇したこと 

・北朝鮮情勢が緊迫化したことや、米国で大型ハリケーン上陸による経済への影響が懸念され

たことなどから、ハイ・イールド・ボンドの価格が下落したこと 

・円・ドルの為替相場推移 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

基準価額（分配金込み）の騰落率は＋20.0％と

なり、ベンチマーク（BofA・メリルリンチ・US

ハイ・イールド・キャッシュ・ペイ・BB-B レ

イティド・コンストレインド・インデックス（円

換算ベース））の＋21.6％を1.6ポイント下回りま

した。主な差異の要因は、BB格の銘柄選択効果

がマイナスに作用したことや、B格の銘柄選択

効果がプラスに作用したことなどです。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Bコース＞ 

◎分配金 

収益分配金は、投資している債券から享受するインカムゲイン（利息収入）から、信託報酬

等の経費を差し引いたものをベースに決定しました。なお、留保益の運用については、特に制

限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第12期 

2016年９月29日～ 
2017年９月28日 

当期分配金 10 

(対基準価額比率) 0.051％

 当期の収益 10 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 9,839 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース／Bコース＞ 

○投資環境 

米国ハイ・イールド債券市場は、当作成期間では上昇しました（トータルリターン・現地通

貨ベース）。米国やフランスの大統領選挙、FRBや原油価格の動向などに左右されました。 

為替市場は、当作成期間では、米国の次期大統領にトランプ氏が当選したことや、FOMC（米

連邦公開市場委員会）で利上げが決定されたこと、フランスの大統領選挙の第１回投票結果に

対する警戒心が後退したことや、北朝鮮情勢の緊迫化が和らいだことなどからドルに対して円

安が進みました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ハイ・イールド ボンド オープンAコース（野村SMA向け）］ 

主要投資対象である［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］受益証券を高位に

組み入れ、実質外貨建て資産については為替ヘッジを活用し為替変動リスクの低減を図りま

した。 

 

［ハイ・イールド ボンド オープンBコース（野村SMA向け）］ 

主要投資対象である［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］受益証券を高位に

組み入れ、実質外貨建て資産については為替ヘッジを行ないませんでした。 

 

［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］ 

・資産別組入比率 

主要投資対象である米国ハイ・イールド・ボンドを高位に組入れました。 

 

・信用格付け別組入比率 

信用格付け別組入比率を見ると、BBB格以上、BB格、B格、CCC格以下、無格付けの組入比

率は、当作成期末には1.1％、29.6％、61.3％、4.2％、0.3％としました。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース／Bコース＞ 

◎今後の運用方針 

［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］ 

・当ファンドでは個別発行体の信用力を調査・分析するボトムアップ・アプローチに基づいて

運用を行なっていきます。また、ハイ・イールド債券が持つ価格下落リスクをできる限り回

避しながら、高水準のインカムゲイン（利息収入）やキャピタル・ゲイン（値上がり益）の

獲得を目指す方針です。 

 

・米国ハイ・イールド債券市場は、安定した企業業績を背景に、米国経済の拡大やデフォルト

（債務不履行）率が低い水準で推移すると考えています。一方で、米国と北朝鮮の間の緊張

状態が続いているため、状況を注視していきます。９月のFOMC後に公表した政策金利見通

しでは、年内までの追加利上げ見通しが維持されました。また、ハリケーン被災者のための

救援資金の確保に向けてトランプ米大統領が債務上限適用停止の３ヵ月延長を民主党と合

意したことや、法人税の35％から20％への引き下げを目指す税制改革案を明らかにしたこと

などから、トランプ政権への期待が高まっています。一方で、オバマケア（医療保険制度改

革法）の代替法案の採決の見送りが発表されたことで財政赤字拡大を懸念する向きもあり、

引き続き米政府の法案や税制改革に着目していきます。 

 

・個別銘柄の選択にはより一層慎重に対応していきますが、今後もキャッシュフロー（現金収

支）が安定的な企業や良好な収益見通しが期待できる企業を中心に投資を行なう方針です。 

 

［ハイ・イールド ボンド オープンAコース（野村SMA向け）］ 

主要投資対象である［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］受益証券を高位に

組み入れ、実質外貨建て資産については為替ヘッジを活用し為替変動リスクの低減を図る方針

です。 

 

［ハイ・イールド ボンド オープンBコース（野村SMA向け）］ 

主要投資対象である［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］受益証券を高位に

組み入れ、実質外貨建て資産については為替ヘッジを行なわない方針です。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 197  1.210 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (179)  (1.102) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (  9)  (0.054) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.054) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.000  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)  

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000  (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)  

（d） そ の 他 費 用 9   0.054  (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  8)  (0.052) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 206   1.264   

期中の平均基準価額は、16,270円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 350,135 2,481,100 294,692 2,040,100

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

 

項 目 
当 期 

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,375千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 7,945千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.17  
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

 

＜ハイ・イールド ボンド オープンAコース（野村SMA向け）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替先物取引 18,318 77 0.4 18,945 634 3.3

 
 
 

＜ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 8,412 2,296 27.3 5,223 － －

平均保有割合 13.6%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース＞ 

○組入資産の明細 (2017年９月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 445,088 500,531 3,676,456
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年９月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 3,676,456 98.0

コール・ローン等、その他 76,460 2.0

投資信託財産総額 3,752,916 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（29,032,236千円）の投資信託財産総額

（29,506,671千円）に対する比率は98.4％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝112.95円。 

 

  

親投資信託残高 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース＞ 
 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年９月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 7,342,153,431  

 コール・ローン等 36,918,310  

 ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド(評価額) 3,676,456,109  

 未収入金 3,628,779,012  

(B) 負債 3,673,894,721  

 未払金 3,626,647,566  

 未払収益分配金 2,198,136  

 未払解約金 22,118,089  

 未払信託報酬 22,890,069  

 未払利息 46  

 その他未払費用 40,815  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,668,258,710  

 元本 2,198,136,601  

 次期繰越損益金 1,470,122,109  

(D) 受益権総口数 2,198,136,601口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,688円
 

（注）期首元本額は 1,727,882,426 円、期中追加設定元本額は

1,417,654,090円、期中一部解約元本額は947,399,915円、１口当

たり純資産額は1.6688円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額124,819,510円。（ハイ・イール

ド ボンド オープンマザーファンド） 

○損益の状況 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △       12,738  

 支払利息 △       12,738  

(B) 有価証券売買損益 174,659,913  

 売買益 762,228,077  

 売買損 △  587,568,164  

(C) 信託報酬等 △   40,720,966  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 133,926,209  

(E) 前期繰越損益金 130,490,841  

(F) 追加信託差損益金 1,207,903,195  

 (配当等相当額) (  1,402,260,951) 

 (売買損益相当額) (△  194,357,756) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,472,320,245  

(H) 収益分配金 △    2,198,136  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,470,122,109  

 追加信託差損益金 1,207,903,195  

 (配当等相当額) (  1,412,675,242) 

 (売買損益相当額) (△  204,772,047) 

 分配準備積立金 371,759,385  

 繰越損益金 △  109,540,471  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2016年９月29日～2017年９月28日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2016年９月29日～ 
2017年９月28日 

a. 配当等収益(経費控除後) 153,918,293円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円

c. 信託約款に定める収益調整金 1,412,675,242円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 220,039,228円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,786,632,763円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 8,127円

g. 分配金 2,198,136円

h. 分配金(１万口当たり) 10円
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Aコース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①スワップ取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信託協会規則に従って

評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

②外国為替予約取引に係る担保授受に関する規定を追加する所要の約款変更を行いました。

 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Bコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 225  1.210 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (205)  (1.102) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 10)  (0.054) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 10)  (0.054) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.000  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)  

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000  (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)  

（d） そ の 他 費 用 10   0.055  (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 10)  (0.052) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 235   1.265   

期中の平均基準価額は、18,592円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Bコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 282,337 2,008,600 157,267 1,111,200

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

 

項 目 
当 期 

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,375千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 7,945千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.17  
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

 

＜ハイ・イールド ボンド オープンBコース（野村SMA向け）＞ 

該当事項はございません。 

 

＜ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 8,412 2,296 27.3 5,223 － －

平均保有割合 12.4%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Bコース＞ 

○組入資産の明細 (2017年９月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 408,623 533,693 3,920,031
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年９月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 3,920,031 98.4

コール・ローン等、その他 61,869 1.6

投資信託財産総額 3,981,900 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（29,032,236千円）の投資信託財産総額

（29,506,671千円）に対する比率は98.4％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝112.95円。 

 

  

親投資信託残高 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Bコース＞ 
 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年９月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 3,981,900,924  

 コール・ローン等 38,669,363  

 ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド(評価額) 3,920,031,561  

 未収入金 23,200,000  

(B) 負債 43,088,667  

 未払収益分配金 2,010,453  

 未払解約金 20,653,192  

 未払信託報酬 20,388,626  

 未払利息 48  

 その他未払費用 36,348  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,938,812,257  

 元本 2,010,453,119  

 次期繰越損益金 1,928,359,138  

(D) 受益権総口数 2,010,453,119口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,592円
 

（注）期首元本額は 1,523,300,559 円、期中追加設定元本額は

1,072,241,501円、期中一部解約元本額は585,088,941円、１口当

たり純資産額は1.9592円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額124,819,510円。（ハイ・イール

ド ボンド オープンマザーファンド） 

○損益の状況 (2016年９月29日～2017年９月28日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △       12,042  

 支払利息 △       12,042  

(B) 有価証券売買損益 448,127,046  

 売買益 550,805,319  

 売買損 △  102,678,273  

(C) 信託報酬等 △   37,243,872  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 410,871,132  

(E) 前期繰越損益金 131,121,678  

(F) 追加信託差損益金 1,388,376,781  

 (配当等相当額) (  1,405,532,410) 

 (売買損益相当額) (△   17,155,629) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,930,369,591  

(H) 収益分配金 △    2,010,453  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,928,359,138  

 追加信託差損益金 1,388,376,781  

 (配当等相当額) (  1,415,071,519) 

 (売買損益相当額) (△   26,694,738) 

 分配準備積立金 563,142,459  

 繰越損益金 △   23,160,102  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2016年９月29日～2017年９月28日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2016年９月29日～ 
2017年９月28日 

a. 配当等収益(経費控除後) 160,389,503円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円

c. 信託約款に定める収益調整金 1,415,071,519円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 404,763,409円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,980,224,431円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 9,849円

g. 分配金 2,010,453円

h. 分配金(１万口当たり) 10円
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース（野村SMA向け）

＜Bコース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①スワップ取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信託協会規則に従って

評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

②外国為替予約取引に係る担保授受に関する規定を追加する所要の約款変更を行いました。

 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 
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